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図１－ 11　ボイラーにおけるリスクアセスメント



19

第１章　リスクアセスメントとは

ユーザーにおいて安全にボイラーを使用するために

・作業をする（又はさせる）前に、許容できない危険源を見つけて対処する。
・リスクを十分下げることができない危険源について、作業要領やマニュアル
等にして対応を依頼する。

・４Mの変更に伴う危険源を見つけて対処する。
　（４Ｍ：作業者、ボイラー及び周辺設備、燃料等の物質、作業方法）

・発　注　時：設置場所特有の危険性や使用条件を書き出してメーカーに伝える。

・据　付　時：�メーカーからの使用上の情報と、設置場所の危険源に対して次の①
②を行う。

　　　　　　　　①設備的な安全対策を据付計画に盛り込む。
　　　　　　　　②設置場所の危険源を据付工事業者に伝える。

・使用開始前：�危険源に対応する作業マニュアル（保護具の使用を含む）を作成
し、ボイラー取扱作業主任者やボイラー技士等に教育する。

・点検・整備時：外部の整備業者に委託する場合は、次の①②に留意する。
　　　　　　　　①点検・整備基準を作成し、ボイラー整備業者に周知しておく。
　　　　　　　　②ボイラーの危険源や現場での禁止事項等を伝える。

・廃　棄　時：廃棄業者に、ボイラー等の危険源を伝える。

・作業手順書変更時：�改めてリスクアセスメントを行い、必要な安全方策を講ずる
とともに、残った危険源に配慮した作業手順書とする。

・安全衛生計画作成時又は変更時：�リスクアセスメントを行い、安全衛生目標を達成
できる安全衛生計画となっているか検証する。

⇩
上の各段階で危険源を見える化するには、

ユーザーにおいてリスクアセスメントすることが必要



10

セスメントは、設備の改善や作業方法の変更を含むより抜本的な措置を主眼としていま
す。
また、労働安全衛生マネジメントシステムでは「事業場の安全衛生計画を新規に作成
するとき又は変更するとき」にリスクアセスメントを実施することとされています。
（労働安全衛生マネジメント指針第10条）
さらには、リスクアセスメントは、機械設備（ボイラー等）の機能を生かすためにや
むをえず残ってしまうリスク（残留リスク）とその対処方法について労働者に説明し、
正しい作業方法で作業を行うよう理解させるためにも重要です。

なお、これまでリスクアセスメントを行っていなかった事業場や、作業手順書が作成
されていない事業場もこれを期に実施しましょう。

KY活動とリスクアセスメントは、危険の先取りという点では共通しています
が、多くの点で異なっています。KYはその日の作業前に重要な作業について、ど
んな危険があるかを掲げてどうするかを決め、各作業者が対策を実行します。これ
に対しリスクアセスメントは、全ての作業に対しリスクを数値化して判断し、計画
的に設備改善を伴う対策を継続的に行います。
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に対しリスクを数値化して判断し、計画的に設備改善を伴う対策を継続的に行います。 
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第２章　ボイラー取扱い作業のリスクアセスメントの手順

２－９　危険源の同定
作業手順ごとに、危害（災害）や危険事象を想定し、その危険事象を引き起こす要因

（危険源）を、４つのM（Man:作業者、Machine:ボイラー及び周辺設備、Material:燃
料等の物質、Method:作業方法）に着目して、抽出し同定します。この際、「機械は壊
れ、人は誤る」ことを前提に、安全装置の故障やついうっかり行ってしまうミス、初心
者の操作ミス、熟練者の近道行動など（合理的に予見可能な誤使用）についてもリスク
アセスメントの対象とします。

ボイラー等における主な危害とその危険源を表２－３に示します。この表を参考に危
険源の同定を行います。他にも危害が想定される場合は、この表に追記して用います。

表２－３　ボイラー取扱い作業に係る主な危害と危険源の例
	

危害 危険源の例

熱
　
的

爆発による火傷 未燃ガス

蒸気、熱湯の噴き出しによる火傷 フランジから漏れ出す蒸気

熱風の噴き出しによる火傷 噴き出る燃焼ガス

高温部との接触による火傷 高温の裸管

火災等による火傷 重油のついたウエス

機
械
的

工具等の飛来落下 高所で使う工具

高所からの墜落、転落 脚立による作業

つまづき、転倒 足元の配管

物との激突 ウォータハンマにより破損した配管

挟まれ、巻き込まれ マンホールのふた

感電等電気的な危害 被覆の劣化した電線

物
質

酸欠、一酸化炭素中毒 不完全燃焼

化学物質による中毒及び火傷 薬注装置の薬品

腰痛、頸肩腕症候群 無理な姿勢、無理な動作
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リスク低減方策の実例

1 高所からの転落 弁を床から操作できる位置に移設する ○

弁を空気駆動弁に交換する ○

工具を持ってサルバシゴを上る サルバシゴを階段に改造する ○

サルバシゴに背籠を付ける ○

工具を歩廊まで上げる装置を付ける ○

２人作業とし工具を受け渡す ○

操作歩廊の手すり隙間から転落 隙間をなくすよう手すりに改造 ○

脚立での作業中、転落 脚立での作業の禁止、足場組みを依頼 ○

作業を専門業者に作業を依頼 - - - -

2 高所からの工具等を落とし人に当たる 作業箇所の下を別の作業者が通る 作業箇所の下は通行止めとする ○

高所作業者の不注意 工具入れ、部品入れを使用 ○

3 段差箇所につまづき転倒 通路に露出配管がある 埋設配管に改造し障害物を無くす ○

配管をまたぐよう踏み板を設置 ○

通行止めにし、安全な迂回路を確保 ○

4 弁操作時の蒸気・熱水による火傷 配管先端からの蒸気・熱水の噴出し飛散 噴出し位置を通行可能範囲外まで延長 ○

（空気抜き弁、ブロー弁、ドレン弁） 噴出し位置を進入禁止範囲とする ○

5 弁操作時、高温部に接触 高温の裸弁への接触 弁に保温を施工 ○

6 弁操作時、不自然な姿勢による腰痛 操作歩廊から弁が離れすぎている 操作歩廊を弁まで拡張 ○

配管および弁を操作歩廊近くまで移設 ○

弁の位置が高すぎる 弁操作用踏み台を設置 ○

7 バックファイアー・炉内爆発 燃料電磁弁の漏れ

油量調節弁、流量計の故障

空気ダンパ、空気流量計の故障

空気ダクトの腐食穴あきによる空気不足 適切な定期点検（時期、内容） ○

点火バーナの不具合、整備不良 ボイラー起動時の作動確認 ○

フレームアイの故障 運転中の異常有無の確認 ○

空燃比リンケージの緩み、ズレ

バーナ各部、各部品の不適正、不具合

燃料圧力の異常

押込通風機の空気入口が異物で閉塞

プレパージ時間を故意に短縮 パージタイマを変更不可に設備改造 ○

パージ短縮・省略の禁止を徹底 ○

過大油量での点火 過大油量で点火できないように設備改造 ○

煙道ダンパが故障により「閉」となる 毎年の点検整備 ○

煙道ダンパの誤操作により「閉」にする
ダンパ閉でボイラー停止するようインター
ロックを改造

○

不完全燃焼状態での放置 排ガスＯ2計の設置と異常警報 ○

点火失敗と再点火の繰り返し
点火失敗の原因を排除するまで再点火しな
いようマニュアル化

○

ボイラーの異常燃焼 直ちに停止するようマニュアル化 ○

8 マンホール、のぞき窓からの蒸気漏れ シート面の整備不良 適正な整備の実施 ○

増し締めのし過ぎによるガスケットの破
損

適正トルクで止まらない場合はガスケット
の交換またはシート面の再整備

○

9 熱風を浴びる（バーナ交換時） 炉内圧の一時的変動で燃焼ガス噴出し 停止時にバーナ交換の実施訓練を行う ○

10 バーナ交換時の火傷 　同 ○

作業時の適正な保護具着用の徹底 ○

高所にある弁を操作するために、操作歩
廊を上り下りする

取扱いミスで引き抜いた熱いバーナに触
れた
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リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
一
覧
表

作
業
区
分
　
：
　
通
常
運
転
時

現
状

再
評
価

方
策
実
施

備
考

合 計

レ ベ ル

合 計

レ ベ ル

実 施 日

次
年
度

検
討
事
項

（
残
留
リ
ス
ク
）

頻
度

4
頻
度

4

可
能
性

4
可
能
性

1

重
大
性

10
重
大
性

3

頻
度

4
頻
度

4

可
能
性

4
可
能
性

1

重
大
性

10
重
大
性

10

頻
度

3
頻
度

3

可
能
性

4
可
能
性

1

重
大
性

3
重
大
性

1

頻
度

4
頻
度

4

可
能
性

4
可
能
性

1

重
大
性

6
重
大
性

1

頻
度

4
頻
度

4

可
能
性

4
可
能
性

1

重
大
性

6
重
大
性

6

頻
度

3
頻
度

3

可
能
性

4
可
能
性

1

重
大
性

6
重
大
性

6

頻
度

2
頻
度

2

可
能
性

4
可
能
性

1

重
大
性

3
重
大
性

1

頻
度

1
頻
度

1

可
能
性

2
可
能
性

1

重
大
性

6
重
大
性

6

.

N
o.

危
害

想
定
さ
れ
る

危
害
の
発
生
状
況

リ
ス
ク
低
減
方
策

リ
ス
ク
の

見
積

リ
ス
ク
の

見
積

1

上
部
点
検
用
歩
廊
へ
の
昇
降
の
際
に
サ
ル
バ
シ

ゴ
を
踏
み
外
し
転
落
す
る
。

地
上
か
ら
上
部
歩
道
ま
で
3.
5m
長
の
サ
ル

バ
シ
ゴ
を
工
具
を
持
っ
て
昇
降
し
て
い
る

18
Ⅳ

サ
ル
バ
シ
ゴ
を
階
段
に
取
り
替
え
る

8
Ⅲ

2

同
上

同
上

18
Ⅳ

サ
ル
バ
シ
ゴ
に
背
籠
を
付
け
、
ま
た
工
具
専
用
の
昇

降
機
を
取
り
付
け
る
。

15
Ⅳ

3

ボ
イ
ラ
上
部
歩
廊
で
作
業
中
に
工
具
を
下
に
落

と
し
、
下
の
作
業
員
に
当
た
っ
て
怪
我
を
す
る

5

同
上

同
上

14
Ⅳ

配
管
を
ま
た
ぐ
よ
う
に
踏
み
台
を
設
置
す
る
。

Ⅲ

4
Ⅱ

11
Ⅲ

4

Ⅲ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

65

13 9

6

Ⅱ Ⅱ

7

歩
廊
が
グ
レ
ー
チ
ン
グ
構
造
で
物
が
落
ち

や
す
く
、
歩
廊
の
下
が
通
路
に
な
っ
て
い

る

歩
廊
上
に
縞
鋼
板
を
張
る

作
業
時
は
通
行
止
め
に
す
る

ボ
イ
ラ
室
内
に
ピ
ッ
ト
を
施
工
し
、
配
管
を
ピ
ッ
ト

内
に
移
設
す
る

10 14

通
路
の
露
出
配
管
に
つ
ま
ず
き
転
倒
し
怪
我
を

す
る

ボ
イ
ラ
ー
昇
圧
時
に
空
気
抜
き
配
管
か
ら
の
放

出
蒸
気
に
よ
り
火
傷
す
る

ボ
イ
ラ
ー
上
部
の
歩
廊
に
て
、
高
温
の
主
蒸
気

止
弁
に
触
れ
る

缶
底
ブ
ロ
ー
配
管
が
床
上
に
施
工
し
て
あ

り
、
そ
こ
が
作
業
通
路
に
な
っ
て
い
る
。

空
気
抜
き
配
管
の
吹
き
出
し
位
置
が
ボ
イ

ラ
ー
上
部
歩
廊
か
ら
１
m
の
高
さ
に
あ
る

上
部
の
歩
廊
の
主
蒸
気
配
管
に
お
て
い

て
、
配
管
は
保
温
が
施
工
し
て
あ
る
が
主

蒸
気
止
め
弁
は
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

る
。

適
正
な
整
備
の
徹
底
（
シ
ー
ト
面
の
整
備
、
適
正

な
ガ
ス
ケ
ッ
ト
の
使
用
）

外
部
業
者
へ
の
発
注
仕
様
に
よ
り
徹
底
、
作
業
結

果
の
確
認

8
Ⅱ

空
気
抜
き
配
管
を
延
長
施
工
し
、
歩
道
手
す
り
の

外
の
高
い
位
置
に
吹
き
出
す
よ
う
に
す
る

主
蒸
気
止
め
弁
に
保
温
を
施
工
す
る
。

10

8

ド
ラ
ム
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
の
蒸
気
漏
れ
に
よ
り

火
傷
す
る

毎
年
、
性
能
検
査
時
に
外
部
業
者
に
よ
り

整
備
し
、
ガ
ス
ケ
ッ
ト
交
換

9
Ⅲ

作
業

頻
度

4：
ほ

ぼ
毎

日
可

能
性

4：
可

能
性

が
高

い
（

例
：

ち
ょ

っ
と

し
た

ト
ラ

ブ
ル

で
危

害
に

な
る

）
重

大
性

10
：

致
命

的
（

死
亡

や
永

久
労

働
不

能
な

ど
）

リ
ス

ク
レ

ベ
ル

Ⅳ
：

14
点

以
上

2：
週

に
１

回
～

数
ヶ

月
に

１
回

2：
可

能
性

が
あ

る
（

例
：

作
業

者
の

注
意

力
に

頼
っ

て
い

る
）

 6
：

重
傷

Ⅲ
：

９
点

～
13

点
1：

年
に

１
回

以
下

1：
可

能
性

が
低

い
（

例
：

安
全

装
置

が
完

備
、

安
全

教
育

が
十

分
）

 3
：

軽
傷

Ⅱ
：

４
点

～
８

点
 1

：
軽

微
Ⅰ

：
３

点


